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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年5月8日(2008.5.8)

【公開番号】特開2005-272846(P2005-272846A)
【公開日】平成17年10月6日(2005.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2005-039
【出願番号】特願2005-88777(P2005-88777)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  77/50    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア-シェル構造を有する高分子化合物であって、
該コアは、ケイ素および／または炭素ベースの高分子ベース構造を有し、そして、連続的
共役二重結合を有する直鎖状の炭素ベースのオリゴマー鎖を有する炭素ベースの結合鎖を
介して、少なくとも３個の外部原子に結合し、
該共役鎖（Ｌ）は、各々、該結合鎖とは反対側の末端にて、共役二重結合を有しない、さ
らなる鎖によって飽和されている、
化合物。
【請求項２】
　一般式（Ｚ）：
【化１】

〔式中、
Ｋは、ｎ-官能性コアであり、
Ｖは、結合鎖であり、
Ｌは、直鎖状共役オリゴマー鎖であり、
Ｒは、直鎖状または分岐状のＣ２～Ｃ２０-アルキル基、モノ-またはポリ不飽和のＣ２～
Ｃ２０-アルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０-アルコキシ基、Ｃ２～Ｃ２０-アラルキル基または
Ｃ２～Ｃ２０-オリゴ-またはＣ２～Ｃ２０-ポリエーテル基を意味し、
ｎは、３以上の整数を意味する〕
で示されるコア-シェル構造を有することを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　コアは、樹状構造を有することを特徴とする、請求項１または２に記載の化合物。
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【請求項４】
　コアは、樹状構造のベースとして１,３,５-フェニレン単位を含有することを特徴とす
る、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　コアは、高分岐構造を有することを特徴とする、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項６】
　高分岐構造は、高分岐ポリマーによって形成されていることを特徴とする、請求項５に
記載の化合物。
【請求項７】
　シェルは、直鎖状共役オリゴマー鎖として、任意に置換された２,５-チオフェン単位ま
たは任意に置換された１,４-フェニレン単位を有する鎖を含有することを特徴とする、請
求項１～６のいずれかに記載の化合物。
【請求項８】
　シェルは、直鎖状共役オリゴマー鎖として、非置換の２,５-チオフェン単位または２,
５-(３,４-エチレンジオキシチオフェン)単位を有する鎖を含有することを特徴とする、
請求項１～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　直鎖状共役オリゴマー鎖は、２～７個のモノマー単位の鎖長を有する鎖であることを特
徴とする、請求項１～８のいずれかに記載の化合物。
【請求項１０】
　直鎖状共役オリゴマー鎖は、各々、連結の末端位にて、同一または異なる、分岐状また
は非分岐状のアルキル-またはアルコキシ基によって飽和されていることを特徴とする、
請求項１～９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　アルキル-またはアルコキシ基は、非分岐状のＣ２～Ｃ２０-アルキル-またはＣ２～Ｃ

２０-アルコキシ基であることを特徴とする、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　アルキル-またはアルコキシ基は、ｎ-ヘキシル、ｎ-デシルまたはｎ-ドデシル基である
ことを特徴とする、請求項１０または１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　結合鎖Ｖは、直鎖状または分岐状のＣ２～Ｃ２０-アルキレン鎖、直鎖状または分岐状
のポリオキシアルキレン鎖、直鎖状または分岐状のシロキサン鎖、および／または直鎖状
または分岐状のカルボシラン鎖であることを特徴とする、請求項１～１２のいずれかに記
載の化合物。
【請求項１４】
　半導電性であることを特徴とする、請求項１～１３のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　少なくとも１０－４ｃｍ２／Ｖｓの電荷担体の移動度を有することを特徴とする、請求
項１～１４のいずれかに記載の化合物。
【請求項１６】
　オリゴマーまたはポリマーは、金属有機反応によって製造されることを特徴とする、請
求項１～１５のいずれかに記載の化合物の製造方法。
【請求項１７】
　オリゴマーまたはポリマーは、熊田カップリングを使用して製造されることを特徴とす
る、請求項１６に記載の化合物の製造方法。
【請求項１８】
　オリゴマーまたはポリマーは、鈴木カップリングを使用して製造されることを特徴とす
る、請求項１６に記載の化合物の製造方法。
【請求項１９】
　電子工学的構造要素における半導体としての、請求項１～１５のいずれかに記載の高分
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子化合物の使用。
【請求項２０】
　構造要素は、電界効果トランジスター、発光構造要素、または光起電力電池、レーザー
およびセンサーであることを特徴とする、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　化合物は、溶液の層の形態で構造要素に付与されることを特徴とする、請求項１９また
は２０に記載の使用。
【請求項２２】
　請求項１～１５のいずれかに記載の化合物を半導体として含有する、電子工学的構造要
素。
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